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会議ｾﾐﾅｰから御家族づｵ1まで
有島グラシI ﾆ ホテル

精
進
料
理
と
は
皆
様
も
ご
存
じ
の
と
お

り
、
魚
介
類
や
肉
類
、
卵
な
ど
を
用
い
ず

に
、
野
菜
や
海
草
な
ど
の
植
物
性
食
品
だ

け
を
材
料
と
し
た
料
理
の
こ
と
。
有
馬
の

古
泉
閣
に
は
飛
騨
高
山
よ
り
受
け
継
い
だ

そ
れ
が
あ
る
。

先
代
社
長
が
、
ダ
ム
建
設
の
た
め
水
没

し
か
け
た
飛
騨
高
山
の
合
掌
造
り
の
建
物
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､ 慶月々は古泉閣の
名庭園の中に

飛
騨
高
山
か
ら
の

精
進
料
理

ｌ
古
霞
〃
慶
月
″

古暴風

を
買
い
取
っ
て
有
馬
に
再
現
、
ま
た
そ
れ

と
共
に
高
山
に
伝
わ
る
精
進
料
理
を
持
ち

帰
っ
た
の
が
始
ま
り
。
残
念
な
が
ら
そ
の

か
や
ぶ
き
の
家
は
焼
け
て
し
ま
っ
た
が
、

精
進
料
理
は
古
泉
閣
の
名
物
と
し
て
残
っ

た
。茶

道
宗
和
流
の
茶
事
に
供
し
た
三
汁
十

一
菜
の
本
膳
形
式
を
と
り
、
五
十
’
六
十

種
類
の
植
物
性
の
材
料
を
使
用
す
る
。
高

山
か
ら
取
り
寄
せ
た
材
料
で
、
当
時
の
料

理
人
が
そ
の
ま
ま
腕
を
ふ
る
う
。

雅ただようくつろぎの館

中の鉾雪;縦
ＴＥＬ(078)904三0781

店先にある
竹輪炭の火鉢

敷地内から浦きでる
日本最古の温泉･ 有昌温泉、

阪急ホテルチェーン

貨馬･ ﾛ 三ユーホテル
TEL(078)904-浬95㈹

●
温泉と演芸と誌牲堵

自然の恵みを

ＴＥＬ(078)90 4 - 0 1 8 1

御敏山
ＴＥＬ（078)904-0701(代）

全西斬累エホの為
平成6 年４月蛍で休無致しておウまず

湯けむりに伝える
乎戊６年５月

日本の伝坑･ 識艮造りの俺として
おE I にかかります

政府登録国際観光旅館
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テニスでいい汗

牒鰻号とつぶり

穆塗露驚”
TEL(０７８ｳｓｏ串唾４

*逮'の圃患勤涛坊

〃
特
精
進
″
九
五
○
○
円
。
他
に
〃
花
精
進
〃

四
五
○
○
円
、
〃
雪
精
進
″
六
○
○
○
円

（
い
ず
れ
も
税
サ
込
）
が
あ
る
。

平
成
先
年
に
は
精
進
料
理
の
料
吉
〒
〃
慶

月
″
が
開
店
。
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
か
ら
来
る

人
も
多
く
、
予
約
が
必
要
だ
。
そ
の
人
気

の
秘
密
は
論
料
理
の
お
い
し
さ
美
し
さ
に

あ
る
だ
け
で
は
な
い
。
懐
石
風
の
こ
の
精

人
も
多
く
、
予
約
が
必
要
だ
《

の
秘
密
は
、
料
理
の
お
い
し

あ
る
だ
け
で
は
な
い
。
懐
石
一

進
料
理
は
お
寺
の
も
の
と
は

違
い
品
数
も
多
く
、
そ
し
て

そ
の
一
品
一
品
に
仲
居
さ
ん

の
説
明
が
つ
く
。
料
理
の
い

わ
れ
、
読
み
方
、
作
り
方
、

そ
れ
を
知
っ
て
こ
そ
料
理
の

お
い
し
さ
が
引
き
立
つ
と
い

う
も
の
。
ま
た
最
初
の
膳
に

は
献
立
の
ほ
か
に
〃
腰
衣
〃

が
添
え
て
あ
る
。
こ
れ
は
言

う
な
れ
ば
汚
れ
な
い
た
め
の

鍵

ひ
ざ
掛
け
だ
が
、
点
線
に
そ
っ
て
折
る
と

袴
の
よ
う
に
な
り
、
ま
た
染
め
出
さ
れ
た

文
字
が
趣
き
深
い
。
〃
知
足
者
常
富
〃

箸
は
楳
製
の
え
ん
ぎ
の
良
い
も
の
。
腰

衣
と
一
緒
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
精
進
料
理
の
三
大
原
則
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。
材
料
そ
の
も
の
の
〃
味
〃
〃
形
〃

〃
色
〃
を
出
す
こ
と
な
の
で
す
」
と
慶
月

み
ゆ
き

主
任
の
広
岡
幸
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
る
。

､ 慶月・の玄関ロにて。主任の広岡幸さん。

静寂さにつつまれた

料
理
の
説
明
に
も
仲

龍
居
さ
ん
の
個
性
が
出

ッ
て
面
白
い
。

セ
・識韮

と
こ
ろ
で
精
進
料

○
ユ偉奉

理
は
何
故
、
動
物
は

坤
加
だ
め
で
植
物
は
食
べ

率
弐
て
い
い
の
か
解
り
ま

く
か華”

す
か
。
「
逃
げ
る
も

矩
権
の
は
追
わ
ず
。
植
物

諏
羅
は
逃
げ
な
い
か
ら
い

い
」
ん
だ
と
か
。

一

一

》
くつろぎの宿

伝娩の湯と
おもて芯し

TEL(078)904-0501㈹
飢X(078)904-3838.

TEL(078)904-0675
ＴＥＬＥＸ５６２７－１１５

日本最長、延々、
五キロの空中旅情。
ＴＥＬＯ７８( 8 9 , 0 0 3 1

慶蛎､法要､おﾛ帰りも承ります。陵楓閣117
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は
苦
笑
す
る
。
「
日
常
会

話
集
」
は
増
え
つ
つ
あ
る

外
国
籍
の
子
ど
も
や
家
族

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
保
育
の
現
場
で
少
し

で
も
役
立
て
た
ら
、
と
い

う
思
い
で
留
学
生
た
ち
の

協
力
で
発
行
さ
れ
た
も
の

だ
が
、
Ｋ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
は
こ

の
５
年
間
に
い
ろ
ん
な
事

業
を
行
っ
て
き
た
。
た
と

え
ば
ア
ジ
ア
諸
国
の
保
育

園
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

鍵

「
お
も
ち
ゃ
を
片
付
け
ま
し
ょ
う
」
「
お
し
っ
こ
は
出
ま

し
た
か
」
「
保
謹
者
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
、
保

育
園
で
よ
く
使
う
畑
の
単
語
や
会
話
を
日
本
語
、
英
語
、

中
国
語
、
ハ
ン
グ
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
タ
イ
語
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
な
ど
で
表
現
し
た
「
８
カ
国
の

保
育
日
常
会
話
集
」
が
昨
年
の
加
月
に
出
版
さ
れ
た
。
作

成
し
た
の
は
神
戸
ア
ジ
ア
保
育
交
流
会
負
号
①
缶
の
箇

○
冨
丘
○
胃
①
の
Ｏ
ｇ
の
ご
）
略
し
て
Ｋ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
と
い
う
民

間
の
国
際
交
流
団
体
だ
。
会
長
は
学
が
丘
保
育
園
の
園
長

で
あ
る
箕
浦
志
保
さ
ん
で
、
会
に
は
公
私
立
保
育
園
関
係

者
な
ど
約
即
人
が
参
加
し
て
い
る
。
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
保

育
事
情
を
調
査
研
究
し
た
り
、
各
国
の
保
育
園
と
人
や
物

の
交
流
を
は
か
り
、
保
育
者
自
身
が
国
際
感
覚
を
養
う
こ

と
に
よ
っ
て
保
育
の
国
際
化
に
役
立
て
よ
う
」
と
勉
強
会

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
会
も
も
う
５
年
に
な
る
。

神
戸
市
内
の
保
育
所
に
は
伽
人
を
越
す
外
国
籍
の
子
ど

も
た
ち
が
保
育
を
受
け
て
お
り
、
習
慣
や
文
化
の
違
い
か

ら
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
こ
と
も
度
々
あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
教

ﾉ､《 鍵
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
に

保
育
園
を
つ
く
り
た
い

徒
の
親
か
ら
「
給
食
で
子
ど
も
に
豚
肉
を
食
べ
さ
せ
た
」

と
言
っ
て
ど
な
り
こ
ま
れ
た
園
も
あ
っ
た
。
最
近
も
「
弁

当
日
に
弁
当
を
持
っ
て
き
て
下
さ
い
」
と
言
っ
て
親
に
弁

当
箱
を
見
せ
て
説
明
す
る
と
、
当
日
そ
の
外
国
籍
の
子
ど

も
は
カ
ラ
の
弁
当
箱
だ
け
を
も
っ
て
き
た
、
と
箕
浦
さ
ん

は
苦
笑
す
る
。
「
日
常
会
台
湾
の
幼
児
教
育
者
た
ち
加
入

話
集
」
は
増
え
つ
つ
あ
る
郵
榊
泥
癖
霊
極
確
齢
間
。

薄Ｌ_ 一瀞

１
１１８
１

蕊議
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

神
戸
を

福
祉
の
街
↓二

＜24 0＞

子どもたちがつくった
創作絵本の１ページ

橋
本

、〆

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
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昨
年
の
七
月
に
は
台
湾
か
ら
幼
児
教
育
の
専
門
家
別
名

を
神
戸
に
迎
え
、
Ｋ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
メ
ン
バ
ー
と
幼
児
教
育

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
や
交
流
を
行
な
い
、
十
月
に
は

「
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
幼
い
子
を
考
え
る
」
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ

ュ
の
子
ど
も
た
ち
の
貧
し
い
生
活
や
保
育
所
が
な
い
現
状

を
知
っ
た
箕
浦
さ
ん
た
ち
は
こ
の
一
月
下
旬
に
ま
ず
現
地

の
保
育
事
情
を
知
る
た
め
に
ダ
ッ
カ
へ
視
察
に
訪
れ
る
計

画
を
す
で
に
立
て
て
い
る
。
そ
し
て
夏
に
は
Ｋ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｓ

の
海
外
保
育
研
修
と
し
て
再
び
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
を
訪

れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
「
で
き
れ
ば
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ

ュ
に
小
さ
な
保
育
所
を
つ
く
り
、
保
育
者
に
保
育
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
教
え
る
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
」
と
、
ア
ジ
ア
の

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
幼
い
子
を
考

子
ど
も
た
ち
の
話
に
な
る

え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
。

と
箕
浦
さ
ん
は
目
を
輝
か

（
１
９
９
３
年
如
月
）

タ
イ
の
幼
稚
園
を
訪
れ
、
日
本
の

製
作
な
ど
。

手
作
り
の
絵
本
で
子
ど
も
た
ち
に

お
話
を
す
る
箕
浦
志
保
さ
ん
た
ち

会
の
中
心
に
な
っ
て
活

（
１
９
９
３
年
８
月
）

動
し
て
い
る
箕
浦
さ
ん
は

釦
年
間
幼
児
教
育
に
打
ち
こ
ん
で
き
た
専
門
家
で
加
数
年

前
に
神
戸
・
天
津
友
好
の
船
で
中
国
を
訪
問
し
た
の
が
海

外
の
子
ど
も
た
ち
と
の
初
め
て
の
触
れ
合
い
だ
っ
た
。

そ
の
時
の
中
国
の
保
育
所
の
質
素
な
子
ど
も
た
ち
の
暮

ら
し
や
、
子
ど
も
た
ち
が
使
っ
て
い
た
手
づ
く
り
の
小
さ

な
絵
本
に
大
変
感
動
し
、
そ
れ
以
後
別
数
ヵ
国
を
訪
問
し

て
い
る
が
誠
や
は
り
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
に
一
番
心
が

魅
か
れ
る
と
い
う
。
毎
年
実
施
し
て
い
る
海
外
保
育
研
修

に
か
な
ら
ず
持
参
す
る
の
が
手
づ
く
り
の
絵
本
だ
。
香
港

と
台
湾
の
園
に
「
浦
島
太
郎
」
の
絵
本
を
持
っ
て
い
っ
て

子
ど
も
た
ち
に
お
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
後
日
子
ど
も
た
ち

か
ら
紙
の
上
に
実
物
の
砂
や
毛
糸
を
張
り
つ
け
た
浦
島
太

郎
の
絵
が
送
ら
れ
て
き
て
感
激
し
た
。
箕
浦
さ
ん
が
運
営

し
て
い
る
学
が
丘
保
育
園
で
は
も
う
加
年
程
前
か
ら
地
元

の
民
話
を
題
材
に
し
た
手
づ
く
り
の
絵
本
を
制
作
し
続
け

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
Ⅳ
冊
創
り
、
「
日
本
の
絵
本
賞
」
や

「
日
本
保
育
学
会
賞
」
の
他
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

実
施
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開

催
（
３
回
）
、
海
外
保
育
研

修
旅
行
（
こ
れ
ま
で
に
台

湾
、
香
港
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
な

ど
の
旭
力
園
の
訪
問
）
台

湾
と
タ
イ
か
ら
の
保
育
交

流
団
の
受
入
れ
、
台
湾
。

マ
レ
ー
シ
ア
。
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
・
タ
イ
。
日
本
の
５

カ
国
に
よ
る
絵
本
の
共
同

Z 錘隠語譲舞

せ
、
時
に
は
目
を
う
る
ま

せ
な
が
ら
熱
っ
ぽ
く
話
し

続
け
る
。
情
に
も
ろ
く

て
、
思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ

に
実
行
せ
ず
に
は
お
れ
な

い
箕
浦
さ
ん
が
ぐ
い
ぐ
い

と
引
っ
ぱ
っ
て
き
た
「
神

戸
ア
ジ
ア
保
育
交
流
会
」

も
今
後
は
単
な
る
勉
強
会

か
ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組

織
の
団
体
）
の
国
際
交
流

団
体
へ
と
脱
皮
し
、
活
動

の
輪
を
ひ
ろ
げ
て
い
き
た

い
、
と
夢
は
大
き
く
ひ
ろ

が
っ
て
い
る
。

☆
「
神
戸
ア
ジ
ア
保
育
交
流
会
」
事
務
局

〒
六
五
五
神
戸
市
垂
水
区
学
が
丘

四
’
九
’
一
○
学
が
丘
保
育
園
内

雷
○
七
八
’
七
八
一
’
○
三
○
三

９
１
１
１
１
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凸
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賀
新
年

元
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一
九
九
四
年

蝋
識
灘
鐸
欝
驚
蕊
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神戸焼・末汎窯

窯元南汎

神戸7 1 趣i 区神出町広谷6 2 3
r E L O 7 8 - 9 6 5 - 2 2 4 4

知 香流

家元成瀬香梅

神戸市滋区深田町２－３‐･ ４
T E L O 7 8 - 8 5 1 - 8 1 1 3

花 柳流

花柳吉受

神戸市兵磁区西多Ⅲ通２．．４．－３
ＴＥＬ0 7 8 , 5 7 5 . - 7 4 1 3

メゾ・ソプラノ
神戸フォーレ協会

井上和世

神戸市中央区再度山大池寺
T E L O 7 8 - 3 7 1 - 5 8 3 8

ギャラリー

兜子館

赤尾恵以

神戸市東滋区御影山手１．－ﾕ ３‐４
T E L O 7 8 - 8 1 1 - - 0 7 6 0

( 順不同）

丹波焼延年窯

市野弘之

多紀郡今田町& 就杭
ＴＥＬ0 7 9 5 . - 9 7 . . 2 2 1 2

専正池坊家元

諸泉祐陽

神戸市東灘ぽ件脊山手３－２－２１
T E L O 7 8 - 8 1 1 - 1 6 0 1

日舞教室柳勢会

花柳芳一勢

神戸市兵庫区下祇閲町１０－１２
征E L O 7 8 ･ ･ 3 6 1 . 4 5 0 9

女声アンサンブル
エコ・柔レガンテ代表

女声合唱団
エコ・エレガンテ代表

声楽家有川隆子

神戸市灘区青谷町４．１．１１
T E L O 7 8 - 8 6 1 - 8 7 6 6

木 彫

はちのす会

会長渡辺一生
副会長渡辺二空

西桂菰h 千歳町４‐･ ' ２
ＴＥＬ0 7 9 8 . - 2 3 - 3 3 0 0

一束書道会

会長井茂圭洞
神戸市兵庫区大側通２－ユー６

大塚ピル６階
T E L 0 7 8 . . 5 7 7 - - - 1 0 0 1
F A X O 7 8 - 5 7 7 - 8 5 6 7

財 団法人小原流

理事長小原規容子

神戸市中央区束川崎町１．．７‐･ ４
ハーパーランドダイャニワセイピ
ル１８Ｆ

T E L O 7 8 - 3 6 0 - 0 8 7 1

日本舞踊

尾上流

尾上菊見

神戸市須磨区須磨寺町４－４‐・６
ＴＥＬＯ７８‐・7 3 1 . . 2 1 9 3

甲陽音楽学院

学院長菅内孝志

神戸市灘区榛原南町５－４－ユ
ＴＥＬ0 7 8 - 8 8 2 - . 5 4 6 0

神戸尺八研究会

心和会

神戸竹中央区琴緒町３－２－１２
T E L O 7 8 - 2 2 2 - 9 1 3 0

須 磨寺

小池義人

神戸市須磨区須磨寺町4 - 6 - 8
T E L O 7 8 - 7 3 1 - 0 4 1 6

学校法人行吉学園
神戸女子大学

学長行吉哉女
神戸女子短期大学
学長蜂須賀弘久

神戸『中央区港島中町４－７－２
ＴＥＬ0 7 8 . . 3 0 3 . - 4 7 0 0

みやび流押絵
二代目家元

小西絹甫
小西松．甫
芦展市公光町３－１５

r E L O 7 9 7 . ､ 3 ４．．１００１

関西日印文化協会

会長桑原泰業
神戸市北区鈴蘭台東町９－７－２６

ＴＥＬ0 7 8 , . 5 9 1 - 5 6 3 3
ＦＡＸ0 7 8 - 5 9 3 . . 8 8 5 7

｢ 女流文楽」人形浄瑠璃

吉音会

代表野津吉三
潤屋市翠ケ丘町1 1 - . 4 3‐3 1 1
T E L 0 7 9 7 - 3 1 . . 7 0 2 1
F A X 0 7 9 7 - 3 4 . . 5 5 7 3
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十
一
世
紀
に
向
か
っ
て

し
い
神
戸
文
化
の
創
造
を

一
九
九
四
年
元
旦

１
１２２
１
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神戸ネオト画ピカル協会

会長森美代子
代表幹事藤本ハルミ
神戸市中央区山本通２－２－７

T E L O 7 8 - 2 2 2 - 5 8 7 5
2 4 2 - 5 6 9 0

貞松・浜田
バレエ団・バレエ学園

平成６蛇１月６日( 木) ・７日（金）
「白鳥の湖.Ｉ全那

神戸文化ホール大ホール
代表貞松融・浜田蓉子
神戸市灘区畑原通３－６６
T E L O 7 8 - 8 6 1 - 2 6 0 9

モダンダンス

今岡頼子舞踊団

今岡頚子・加藤きよ子
神戸市中央区三富町１－５
住友娘行三宮ピル６Ｆ
T E L O 7 8 - 3 9 1 - 1 5 1 8

神戸マリンバソサエティ

宮本慶子

神戸市灘区曽和町２－４－７
T E L O 7 8 - 8 2 1 - 6 8 3 8

日本フルート協会

常任理事山腰直弘

西宮市甲子園ロ１－ユ. - 1 0
T E L ･ ＦＡＸ0 7 9 8 . . . 6 5 . , 4 6 2 9

( 順不同〕

若柳吉金吾

神戸市中央区楠町５．‐１．．７
T E L O 7 8 - 3 4 1 - 6 8 3 2

ｎ本舞踊

花柳流

花柳五三輔

神戸市長ｍ区西山町４－７－１１
ＴＥＬ0 7 8 - - . 6 2 1 . - 3 2 0 9

日本舞踊

花柳流

花柳小三郎

神戸市灘区筑岡通４．．２－５
ＴＥＬ0 7 8 - . 8 0 2 - . 0 0 3 0

市威町ギャラリー蝶屋

桧垣文子

神戸市中央区栄町通ｚ－８１０
T E L O 7 8 - 3 3 2 - 0 6 2 8 ( ギャラリー）

O78-331-3 3 8 7 (事務所）

ステンドグラス工房
ゼンタ

大重博光

神戸市垂水区星陵台１－－７－－１１
T E L O 7 8 - 7 8 2 - 7 0 0 0

兵庫県いけばな雲協会

神戸市中央区下山手通５－１０－１
兵蝿県生活文化部芸術文化課内

T E L 0 7 8 . 3 4 1 - 7 7 1 1

内線２８５１

嵯峨御流華道会議

議長吉田泰巳
神戸市中央区八幡通４－２－９

フラヮ･ - ﾛ ｰ Ｆピル8 0 1
T E L 0 7 8 . . 2 5 ﾕ ･ ･ 5 3 2 1

オリジナルフラヮー
ミモザグループ

主宰佐藤悦枝

神戸市中央区下山手遜５－８－１４－７０３
T E L O 7 8 - 3 4 1 - 5 6 0 5

マミフラワーデザインスクール
神戸指定教室

フラワーデザインＨＡＮＡＡＵ
Ｄ全なあう

寺尾啓子
神戸市中央区琴ﾉ 緒町５－５－９

ＦＵＴＵＲＥ
ＴＥＬｏＦＡＸ

ＢＬＤ

0 7 8 - 2 3 1 - 8 7 8 6

豊 香流
フレグランス・スクール

理事長黒田豊

神戸市中央区北野町２－１５．．１０
旧ヴォルヒン邸寄りの家オラング鮒

ＴＥＬＯ７８－２６１－頭角剣

観世流

職分藤井久雄

神戸市中央区熊内町２－１．．２０
T E L O 7 8 - 2 2 1 - 5 1 4 4

観 井会

吉井順一一

西宮市甲子園砂田町５－３
T E L O 7 9 8 - 4 7 - 7 6 5 1

．- 今絃須磨琴保存会
小池美代子
三浦徳子
山崎八重子

神戸市須磨低須磨寺1 1 1 J４．－６－８
ＴＥＬＯ７８‐7 3 1 - 0 4 1 6
F A X O 7 8 - - 7 3 1 - 6 8 5 9

大和楽蘭の会

代表者大和三千世

神戸市中央区中山手通７．‐１－１５
ＴＥＬ0 7 8 , 3 4 1 . . 3 6 5 3

女流義太夫

神代初美

神戸市兵庫区新開地４－３．．１．．３０１
T E L O 7 8 - 3 7 l - 0 2 6 5
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･蝿,急簿。

ロ
ン
ド
ン
の
人
た
ち
で
は
な
く
外
国
人
ば
か
り
。
だ
か
ら
ホ
テ
ル

で
は
そ
の
地
の
肌
は
く
み
と
れ
な
い
。
こ
の
十
一
月
の
ル
ミ
エ
ー

ル
劇
場
の
封
切
は
「
ピ
ア
ノ
・
レ
ッ
ス
ン
」
だ
っ
た
。
車
で
入
口

ま
で
覗
き
に
行
っ
た
。
見
る
と
五
十
が
ら
み
六
十
が
ら
み
の
人
た

ち
が
入
口
の
前
に
列
を
な
し
て
並
ん
で
い
た
。
大
人
が
本
気
で
映

画
館
に
つ
め
か
け
る
国
は
幸
せ
だ
。

×

こ
の
十
二
月
の
十
一
日
か
ら
一
週
間
、
毎
晩
三
十
五
分
間
、
有

楽
町
の
シ
ャ
ン
テ
・
ワ
ン
で
、
映
画
上
映
ま
え
に
お
話
を
す
る
。

「
惑
星
ソ
ラ
リ
ス
」
「
天
井
桟
敷
の
人
々
」
「
道
」
「
霧
の
中
の
風

景
」
「
処
女
の
泉
」
「
恋
人
た
ち
」
「
ベ
ニ
ス
に
死
す
」
。
も
う
映
画

は
一
夕
の
娯
楽
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
こ
の
七
本
は
、
人
間
探
求
の

実
験
教
室
だ
。
映
画
は
人
間
を
教
え
て
く
れ
る
。
わ
た
し
た
ち
は

人
間
を
も
っ
と
も
っ
と
知
る
必
要
が
あ
る
。

×

一
九
九
三
年
の
シ
ョ
ッ
ク
は
フ
ェ
リ
ー
ニ
が
七
十
三
才
で
亡
く

な
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
十
月
三
十
一
日
だ
っ
た
の
で
新
聞
社
か
ら

ロ
ン
ド
ン
の
私
の
と
こ
ろ
へ
ま
で
も
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

「
磯
」
「
ア
マ
ル
コ
ル
ド
」
「
カ
ビ
リ
ァ
の
夜
」
そ
の
ど
れ
も
が
私

に
は
、
た
ま
ら
な
い
、
好
き
と
い
う
以
上
の
、
こ
わ
い
ほ
ど
の
名

作
だ
っ
た
。

×

映
画
の
面
白
さ
は
「
ア
ダ
ム
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ィ
」
の
ご
と
き
粋

な
爆
笑
映
画
が
あ
る
か
と
思
う
と
「
マ
コ
ン
」
や
「
オ
ル
ラ
ン
ド
」

１
１２４
１

き
ら
め
く
映
画
カ
レ
ン
ダ
ー

ゆ
く
年
・
く
る
年

一
九
九
三
年
日
本
封
切
の
洋
画
ベ
ス
ト
。
テ
ン
は
私
は
「
マ
ル

メ
ロ
の
陽
光
」
「
ベ
イ
ビ
ィ
・
オ
ブ
・
マ
コ
ン
」
「
ク
ラ
イ
ン
グ
・

ゲ
ー
ム
」
「
オ
ル
ラ
ン
ド
」
「
戯
夢
人
生
」
「
赤
い
バ
ラ
・
ソ
ー
ス

の
伝
説
」
「
妹
の
恋
人
」
「
リ
バ
ア
・
ラ
ン
ズ
・
ス
ル
ゥ
・
イ
ッ

ト
」
「
か
ら
騒
ぎ
」
「
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
オ
リ
ヴ
ィ
エ
」
を
選
ん
だ
。

ア
メ
リ
カ
映
画
が
す
ぐ
な
い
。
ち
か
ご
ろ
ア
メ
リ
カ
映
画
は
下

品
に
な
っ
た
。
ゼ
ニ
も
う
け
が
目
的
と
な
っ
た
。
悲
し
い
こ
と
だ
。

「
マ
メ
ル
ロ
の
陽
光
」
の
ビ
ク
ト
ル
・
エ
リ
セ
監
督
は
十
年
に
一

本
つ
く
る
。
ゆ
う
ゆ
う
た
る
作
り
方
が
彼
の
映
画
に
香
り
を
匂
わ

せ
る
。
オ
リ
ヴ
ァ
・
ス
ト
ー
ン
監
督
の
「
天
と
地
」
を
見
て
い
る

と
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
こ
こ
ま
で
狙
う
の
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。
そ
の

下
品
さ
に
胸
が
わ
る
く
な
る
。

×

「
マ
コ
ン
」
や
「
オ
ル
ラ
ン
ド
」
の
イ
ギ
リ
ス
が
す
ご
い
。
八

十
四
才
で
去
る
十
月
に
ロ
ン
ド
ン
に
行
っ
て
き
た
私
は
ロ
ン
ド
ン

の
人
た
ち
と
、
ぢ
か
に
逢
っ
て
話
を
し
た
が
、
そ
の
品
の
良
さ
に

つ
く
づ
く
感
心
し
た
。
そ
れ
が
エ
ド
ウ
ェ
ア
・
ロ
ー
ド
の
町
の
ま

ん
な
か
の
ミ
ル
ク
・
バ
ア
の
客
や
主
人
や
そ
ん
な
大
衆
の
人
た
ち

と
話
し
合
っ
て
、
言
い
知
れ
ぬ
品
格
を
見
た
。

行
っ
た
日
は
腰
が
痛
く
、
こ
れ
は
行
く
一
週
も
ま
え
か
ら
だ
っ

た
。
し
か
し
ロ
ン
ド
ン
行
き
の
日
が
き
ま
っ
て
い
る
の
で
空
港
は

成
田
も
ヒ
ー
ス
も
車
椅
子
で
運
ん
で
も
ら
っ
た
が
、
ホ
テ
ル
で
十

日
間
、
町
の
友
人
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
五
日
間
。
そ
し
て
マ
ン
シ
ョ

ン
の
五
日
間
で
イ
ギ
リ
ス
の
肌
を
知
っ
た
。
ホ
テ
ル
は
考
え
る
と
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灘
鐙

Ⅱ可田霊H

Ｈ

１
１２５
１

隅一､
誤鐸駁凸華

｢ から騒ぎ」

も
あ
る
。
そ
う
か
と
思
う
と
「
ク
リ
フ
ハ
ン
ガ
ー
」
も
あ
る
。
自

分
で
図
書
館
に
行
っ
て
自
分
の
好
き
な
、
自
分
の
勉
強
し
た
い
、
そ

ん
な
本
ば
か
り
を
取
り
あ
げ
る
の
で
な
く
、
世
界
の
向
う
か
ら
勝

手
気
ま
ま
に
色
ん
な
作
品
が
日
本
に
と
び
こ
ん
で
く
る
こ
と
で
映

画
は
そ
の
価
値
を
か
が
や
か
す
。
向
う
か
ら
教
材
を
送
っ
て
く
る
。

×

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
「
イ
ン
ト
レ
ラ
ン
ス
」
を
神
一
戸
の

衆
楽
館
で
見
た
の
は
十
才
だ
っ
た
。
け
れ
ど
も
い
ま
だ
に
バ
ビ
ロ

ン
の
シ
ー
ン
は
お
ぼ
え
て
い
る
。
そ
の
二
年
ま
え
、
私
は
八
才
で

イ
タ
リ
ア
映
画
の
「
カ
ピ
リ
ァ
」
を
見
た
。
そ
の
私
の
、
そ
の
年

の
目
に
し
み
た
の
は
カ
ピ
リ
ア
の
宮
殿
の
大
広
間
の
美
し
さ
。
ま

ん
な
か
に
プ
ー
ル
が
あ
っ
て
そ
の
ま
わ
り
を
二
羽
の
孔
雀
が
歩
い

て
い
た
。
そ
の
広
間
の
大
き
な
柱
に
は
大
理
石
の
彫
刻
の
大
き
な

象
が
鼻
を
上
に
あ
げ
て
い
た
。
そ
の
美
し
さ
に
、
あ
き
れ
、
ふ
る

え
、
そ
の
晩
、
眠
れ
な
か
っ
た
。
映
画
は
人
間
勉
強
と
あ
わ
せ
て

美
術
を
学
ば
す
。
「
赤
い
靴
」
の
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ド
ラ
ァ
ス
ゥ
ェ

ル
ズ
の
バ
レ
エ
団
。
そ
う
か
と
思
う
と
「
鎧
」
の
映
画
の
シ
ン
フ

オ
ニ
イ
。
目
に
し
み
こ
む
映
画
感
覚
、
映
画
美
術
。

×

一
九
九
四
年
は
「
ピ
ア
ノ
。
レ
ッ
ス
ン
」
か
ら
新
年
を
迎
え
る

で
あ
ろ
う
。
文
化
の
果
て
の
野
性
の
島
に
大
き
な
ピ
ア
ノ
と
十
三

才
だ
か
の
娘
を
つ
れ
た
女
。
こ
の
女
の
物
語
り
が
異
様
な
す
ご
い

ド
ラ
マ
を
見
せ
る
こ
の
作
品
の
監
督
が
「
エ
ン
ジ
ェ
ル
。
ア
ッ
ト
。

マ
イ
・
テ
ー
ブ
ル
」
と
同
じ
女
の
監
督
と
知
る
と
び
っ
く
り
す
る
。

映
画
は
色
ガ
ラ
ス
の
回
転
ド
ア
さ
な
が
ら
に
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
新

し
い
お
ど
ろ
き
を
き
ら
め
か
せ
て
光
り
つ
つ
迫
っ
て
く
る
。

ケ
ネ
ス
・
プ
ラ
ナ
ー
監
督
。
出
演
の
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
「
か

ら
騒
ぎ
」
も
来
る
か
と
思
う
と
「
イ
ン
・
ザ
・
ス
ー
プ
」
の
よ
う

に
カ
ラ
ー
な
し
の
モ
ノ
ク
ロ
の
一
時
間
三
十
三
分
。
映
画
の
シ
ナ

リ
オ
を
売
り
に
走
り
廻
る
男
の
悲
し
い
お
か
し
い
苦
労
。

映
画
は
こ
の
よ
う
に
、
面
白
い
花
火
。
ア
シ
と
見
る
ま
に
消
え

る
が
、
心
の
な
か
に
名
作
は
永
遠
に
残
る
。
こ
の
映
画
の
、
こ
の

美
し
さ
、
こ
の
面
白
さ
、
こ
れ
を
一
九
九
四
年
は
心
し
て
見
逃
さ

ぬ
よ
う
に
。

｢ アダムス・ファミリ－．２」

,AＦ

甲

｢ イン・ザ・スープ ｢ 妹の恋人ﾛ

蝿
■』

鴬 #曹渉
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家
の
個
性
的
な
作
品
を
揃
え
ま

け
で
も
価
値
あ
り
の
品
々
、
ぜ

爺
」
や
、
新
発
売
の
箱
入
り
御
一
し
の
お
店
で
す
。

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
（
１
／
７

ま
で
）

題
菓
の
「
波
」
、
千
支
菓
「
戊
」

表
し
た
左
盛
、
右
盛
で
構
成
さ
一
多
い
恥
１
と
、
若
者
で
賑
わ
う

れ
た
風
雅
な
御
菓
子
で
す
。
ほ
一
恥
２
の
２
店
が
向
か
い
合
わ
せ

か
に
、
今
年
の
干
支
″
戊
〃
に
因
一
に
。
お
昼
に
行
く
も
良
し
、
勤

海
」
。
二
見
浦
を
表
し
た
向
付
一
北
京
家
庭
料
理
の
人
気
メ
ニ
ュ

ん
で
作
ら
れ
た
干
支
菓
「
花
咲
一
め
帰
り
に
仲
間
と
寄
る
の
も
良

と
、
浜
木
綿
や
二
羽
の
白
鶴
を
－
－
も
。
お
店
は
、
常
連
さ
ん
が

作
ら
れ
た
御
題
菓
「
伊
勢
の
一
小
餅
（
シ
ョ
ー
ピ
ン
）
と
い
っ
た

ｓＰＥＣＵＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより

御題歌「伊勢 の海」

ア
詞
「
俸
○
詞
湧
「
『

贈
り
物
に
も
喜
ば
れ
ま
す
。

☆
優
れ
た
陶
器
作
品
が
並
ぶ

「
淡
洲
堂
」

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
焼
き

ひ
立
ち
寄
っ
て
み
て
下
さ
い
。

も
の
の
種
類
は
全
国
各
地
に
お

し
た
」
と
の
こ
と
。
眺
め
る
だ

よ
び
、
「
で
き
る
だ
け
、
冬
作

た
、
様
々
な
陶
器
の
楽
し
み
方

写真上は
尾形良一作の掛け花

１
１２６
１

「
ア
い
工
一
ｏ
ｚ

★
着
物
の
伝
統
ひ
と
筋

「
ち
ん
が
ら
屋
．
』

中
に
入
る
と
、
思
わ
ず
た
め

息
が
出
る
よ
う
な
、
あ
で
や
か

な
着
物
が
並
ぶ
、
ち
ん
が
ら
屋
。

最
近
は
紬
や
小
紋
よ
り
も
振
り

袖
、
と
い
う
傾
向
が
強
く
、
イ

ー
》
ベ
ン
ト
の
時
し
か
着
物
が
着
ら

一
れ
な
く
な
っ
た
、
と
少
し
残
念

一
そ
う
な
茎
角
社
長
。
で
も
「
高

一
品
質
な
着
物
を
価
格
を
押
え
てあでやかな着物が並ぶ店内鍵
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ザ

P E O P L E ＜１１９＞
蕊

蕊鐙＃

議蕊鰯

●味も笑顔も大切にしたいですね。
森田秀美さんく蛸の壷。本店店長＞
森田さんは、右頁でご紹介した「蛸の

壷」本店の店長さん。２０年ものキャリア
を持ちながら、一番気を使うのは「やは
り、たこ焼の生地づくり。その日の湿度
によって水の混ぜ具合が違う」自分の感
覚だけでそれをこなす森田さんはさす
が。スポーツマンを思わせるような大き
な体と、強そうでいてとても優しい面も
ちを持つ。店員さんから｢ とても厳しい」
と言われながらも慕われている、頼りが
いのある店長さんです。

蚤占

１
２７
１

鰻
ミ課騨1 騨究＃

鍵
談
蕊
鐙
誰
奪
綴
蕊
唾
黛

鎌篭．．‐遥

⑨ちんがら屋より
防水ふろしきをプレゼント
右風でご紹介した、ちんが
ら屋．より、便利なふろしき
を１名様にプレゼント。
鵬ける、披く、包むなど使
い道は棟々・防水加工が施さ
れていますので、生け花の際
にも、とても便利。色は表が
繕、婆はオレンジ系です。

ＰＲＥＳＥＮＴ
C ＯＲＮＥＲ

▼
応
募
方
法
⑪
蕊
沓
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
誹
号
、
希

望
す
ぉ
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東
町

咽
ｉ
１
大
神
ビ
ル
９
Ｆ
『
月
刊
柚
戸
っ
子
．
帝
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
室
で
ご
応
募
下
さ
い
。
１
月
末

日
胴
鄭
ま
で
打
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
書
を
発
送
、
葉
沓
を
持
『
て
神
戸
っ
子
ま

で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
越
し
下
さ
い
。

三
ｍ
一
三
⑫

☆
加
名
ま
で
入
れ
る
個
室
は

オ
シ
ャ
レ
な
集
ま
り
に
ピ
ッ
タ
リ

「
自
宅
に
招
待
す
る
一
が
型
ン

セ
プ
ト
の
神
戸
北
野
ホ
テ
ル
一
階

に
あ
る
ビ
ス
ト
ロ
・
ヴ
ァ
ン
サ
ン

ク
。
人
気
の
秘
訣
は
生
ク
リ
ー
ム

等
を
極
力
避
け
た
ヘ
ル
シ
，
‐
メ
ェ
ー

ュ
ー
に
、
お
客
様
を
覚
え
て
同
じ

も
の
、
苦
手
な
も
の
は
出
さ
な
い

ス
タ
ッ
フ
の
心
遣
い
。
昨
年
か
ら

定
番
の
コ
ー
ス
に
加
え
て
、
ア
・

ラ
・
カ
ル
ト
が
登
場
。
「
帆
立
貝
と

カ
ー
》
の
ク
ロ
メ
ス
キ
フ
ル
ー
ッ
サ

ラ
ダ
添
え
」
「
天
然
真
鯛
の
ポ
ア

レ
冬
野
菜
添
え
ポ
ラ
ト
リ
ー
ス
」

「
仔
鳩
の
ロ
ー
ス
ト
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ソ
ー
ス
添
え
」
「
ノ
ル
ウ
｝
一
ｌ

産
サ
ー
モ
ン
マ
リ
ネ
と
帆
立
貝
の

サ
ラ
ダ
」
「
鞄
の
ロ
ー
ス
ト
、
ト

リ
ュ
フ
の
ソ
ー
ス
で
」
等
、
選
ぶ

楽
し
み
が
加
わ
っ
た
。
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私
の
出
会
っ
た
宝
子
た
ち
（
吃
）

ｈ
ｇ
赤
い
花
つ
ん
で

あ
の
人
に
あ
げ
よ
Ｍ
君

私
が
初
め
て
あ
な
た
と
会
っ
た
の
は

学
園
の
成
人
式
の
日
で
し
た
ね
。

新
調
さ
れ
た
ス
ー
ツ
に
ネ
ク
タ
イ
を

絞
め
、
恥
し
そ
う
に
下
を
向
い
て
、
職

員
手
作
り
の
金
ピ
カ
の
椅
子
に
座
っ
て

い
室
し
た
ね
。

今
日
の
日
の
為
に
何
カ
月
も
前
か
ら

準
術
さ
れ
た
お
母
様
の
温
か
い
心
が
、

あ
な
た
全
体
に
伝
わ
っ
て
、
そ
し
て
私

に
も
伝
わ
っ
て
、
目
頭
が
熱
く
な
っ
た

あ
の
時
。

「
Ｍ
君
お
め
で
と
う
／

成
人
式
お
め
で
と
う
／
」

〃
お
め
で
と
う
〃
の
熱
い
コ
ー
ル
が
部

屋
中
に
快
く
響
く
な
か
、
み
ん
な
で
う

た
っ
た
「
赤
い
花
白
い
花
」

Ｊ
赤
い
花
つ
ん
で
あ
の
人
に
あ
げ
よ

あ
の
人
の
髪
に
こ
の
花
さ
し
て

あ
げ
よ

み
ん
な
の
心
と
同
じ
よ
う
に
あ
っ
た
か

い
歌
に
、
涙
が
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
頬

を
伝
っ
た
あ
の
日
。
あ
れ
か
ら
四
年
。

今
も
あ
の
時
と
同
じ
笑
顔
で
、
同
じ

や
さ
し
さ
で
私
を
迎
え
て
く
れ
る
。

〃
お
は
よ
う
″
〃
さ
よ
う
な
ら
″
の
あ

い
さ
つ
は
、
い
つ
も
お
で
こ
と
お
で
こ

を
ご
っ
つ
ん
こ
。
何
を
す
る
の
も
ゆ
っ

く
り
だ
け
ど
、
で
も
急
が
な
く
て
も
い

い
よ
。０

口
白
い
花
つ
ん
で

あ
の
人
に
あ
げ
よ
（
Ｎ
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
緬
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
－
一

’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
郵
便
局
の
隣

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

○
七
八
－
二
’
一
一
Ｉ
二
一
一
四

１
１２８
１

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

☆
金
山
平
三
、
小
磯
良
平
作
品

集
発
刊

兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
は
、

所
蔵
す
る
神
戸
出
身
の
画
家
金

山
平
三
と
小
磯
良
平
の
作
品
を

収
め
た
作
品
集
を
そ
れ
ぞ
れ
刊

行
し
た
。

「
金
山
平
三
作
品
集
」
は
、
同

美
術
館
の
所
蔵
す
る
全
珊
点
の

作
品
の
中
か
ら
、
代
表
作
坐
点

を
カ
ラ
ー
で
、
妬
点
を
モ
ノ
ク

ロ
図
版
で
収
録
。
詳
細
な
年
譜

も
付
き
、
幻
の
画
家
と
い
わ
れ

る
金
山
平
三
の
画
業
の
エ
ッ
セ

ン
ス
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

代
表
作
「
Ｔ
嬢
の
像
」
を
含

む
同
美
術
館
所
蔵
の
全
作
品
と

美
術
資
料
を
紹
介
す
る
「
小
磯

良
平
作
品
集
」
は
、
カ
ラ
ー
図

版
妬
点
、
モ
ノ
ク
ロ
狸
点
を
収

録
。
気
品
と
格
調
と
を
と
も
な

っ
た
、
香
気
あ
ふ
れ
る
世
界
に

出
会
え
る
珠
玉
の
作
品
集
と
な

っ
て
い
る
。

神
戸
が
誇
る
両
画
伯
の
作
品

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

て
の
仲
間
が
中
心
に
な
り
三
年

前
に
結
成
、
歯
医
者
さ
ん
４
人

と
水
道
屋
さ
ん
の
ユ
ニ
ー
ク
な

５
人
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
昨
年
の
２
月
に
は
社

会
人
バ
ン
ド
合
戦
で
入
賞
、
自

信
を
得
た
今
で
は
、
忙
が
し
い

仕
事
の
間
を
ぬ
っ
て
、
精
力
的

な
ラ
イ
ブ
活
動
を
定
期
的
に
行

っ
て
い
る
。
そ
の
質
の
高
い
演

奏
の
秘
密
は
一
週
二
回
、
一
日

４
時
間
の
密
度
の
濃
い
練
習
。

い
い
音
作
り
の
た
め
に
は
日
頃

の
友
情
も
吹
き
飛
ん
で
し
ま
う

程
の
激
し
さ
だ
。
「
や
り
残
し

た
青
春
を
も
う
一
度
や
っ
て
い

る
」
と
い
う
メ
ン
バ
ー
各
人
の

音
楽
へ
の
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
ヘ
の

長
年
の
思
い
入
れ
が
、
彼
ら
の

活
力
の
源
に
な
っ
て
い
る
か
の

よ
う
だ
。

と
に
か
く
一
度
聴
い
て
見
て

下
さ
い
。
一
味
違
っ
た
ビ
ー
ト

ル
ズ
・
ソ
ン
グ
が
、
そ
し
て
素

敵
な
〃
大
人
″
達
の
や
さ
し
さ

が
、
あ
な
た
を
暖
か
く
包
ん
で

く
れ
る
に
違
い
な
い
。

■
「
Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｃ
Ｈ
・
Ｖ
Ｏ
Ｘ
」
ラ
イ
ブ
演

奏
の
お
問
い
合
わ
せ
「
イ
エ
ロ
ー
リ
ホ

ン
」
衝
０
７
９
８
１
別
１
２
８
７
２

「
ポ
ル
カ
ノ
」
（
ア
ク
ア
・
デ
イ
・
マ
ヤ

内
）
宵
、
ｌ
皿
１
３
１
１
２

☆
東
君
平
原
画
展
生
ま
れ
故
郷

の
神
戸
で
開
催

１
月
６
日
’
４
月
３
日
ま
で

ア
ー
ト
ポ
ケ
ッ
ト
・
北
野
ミ
ュ

集
だ
け
に
、
美
術
フ
ァ
ン
の
み

な
ら
ず
市
民
に
と
っ
て
も
待
望

の
書
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
い
ず

れ
も
Ａ
４
判
、
１
９
０
０
円
。

回
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
兵
庫
県

立
近
代
美
術
館
美
友
会
〒
町
神
戸
市
灘

区
原
田
通
３
‐
８
１
弧
茸
叩
ｌ
師
１
１

５
９
１
そ
の
他
神
戸
の
主
要
書
店
で
も

発
売
中
。

☆
大
人
の
〃
ビ
ー
ト
ル
ズ
″
を

あ
な
た
に

ピ
ー
ト
ル
ズ
・
ソ
ン
グ
ば
か

り
を
演
奏
し
て
い
る
「
Ｍ
Ａ
Ｔ

Ｃ
Ｈ
・
Ｖ
Ｏ
Ｘ
」
は
平
均
年
齢

盤
才
の
中
年
の
ロ
ッ
ク
バ
ン

ド
。
大
学
の
軽
音
楽
部
の
か
つ

』

｢ イエローリポン｣ での熱いライブ
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れ
た
。
今
年
の
ル
シ
ア
姫
に
選

ば
れ
た
の
は
サ
ラ
・
ホ
ル
ム
ベ

ル
ィ
さ
ん
（
巧
）
。
白
い
衣
裳
に

紅
い
長
帯
を
身
に
付
け
、
会
場

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
見
入
っ

て
い
た
。
会
場
で
は
サ
フ
ラ
ン

パ
ン
、
ク
ッ
キ
ー
、
赤
ワ
イ
ン

な
ど
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
観
客
は

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
ユ
ー
ル
レ

『みちくさ』からの作品

１
１２９
１

－
ジ
ァ
ム
で
、
童
話
作
家
の
東

君
平
原
画
展
が
開
か
れ
る
。
妻

英
子
夫
人
の
協
力
で
、
君
平
童

話
館
（
山
梨
県
小
淵
沢
）
所
蔵

の
原
画
皿
点
あ
ま
り
が
展
示
さ

れ
る
。東

氏
は
、
１
９
４
０
年
１
月

９
日
の
神
戸
生
ま
れ
。
焔
才
で

実
家
を
離
れ
、
写
真
屋
で
働
き

な
が
ら
絵
の
勉
強
を
続
け
た
。

躯
才
で
文
塾
春
秋
『
漫
画
読
本
』

で
デ
ビ
ュ
ー
、
多
数
の
絵
本
童

話
を
手
が
け
、
１
９
８
６
年
肺

炎
の
た
め
天
折
。
今
回
生
ま
れ

故
郷
神
戸
で
展
覧
会
開
催
の
は

こ
び
と
な
っ
た
。

期
間
中
に
は
、
英
子
夫
人
を

囲
ん
で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
ー
（
１
月
６
日
）
君
平
新

刊
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
（
期

日
未
定
）
も
開
か
れ
る
。

「
こ
の
絵
ど
っ
か
で
見
た
こ

と
あ
る
／
●
」
と
い
う
作
品
た
ち

に
出
会
え
る
は
ず
。
繊
細
で
、

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
君
平
ア
ー

ト
の
世
界
を
、
一
度
訪
ね
て
み

て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

霊弄

シ
カ
ダ
ン
ス
、
福
引
会
を
楽
し

ん
だ
。

☆
秋
の
味
覚
が
大
集
合
「
秋
の

十
勝
フ
ェ
ア
ー
」

ｎ
月
妬
日
（
木
）
か
ら
帥
日

命
○
ま
で
開
催
さ
れ
た
同
フ
ェ

ア
ー
。
開
村
２
周
年
を
迎
え
る

岡
女
堂
・
十
勝
村
で
の
催
し
に

加
え
、
大
丸
神
戸
店
で
も
北
海

道
フ
ェ
ア
ー
が
催
さ
れ
た
。

両
会
場
と
も
秋
の
北
海
道
で

収
獲
さ
れ
る
農
・
海
産
物
を
中

心
に
乳
製
品
や
ワ
イ
ン
な
ど
が

取
り
揃
え
ら
れ
、
普
段
味
わ
え

な
い
品
々
を
前
に
訪
れ
た
人
達

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

ま
た
グ
ル
メ
。
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
大
丸
神
戸
店
で
開
か
れ
た

「
十
勝
を
食
べ
る
会
」
で
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
べ
料
理
を
は
じ

◇
期
日
１
月
６
日
（
木
）
’
４
月
３
日

（
日
）
刑
時
１
泊
時
水
曜
休

◇
会
場
ア
ー
ト
ポ
ケ
ッ
ト
・
北
野
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
神
戸
市
中
央
区
山
本
通

２
１
３
１
胸
商
叩
Ｉ
畑
－
０
９
６
３

◇
入
館
料
大
人
伽
円
中
高
生
柳
円

前
売
・
団
体
川
円
引
小
学
生
以
下
無
料

☆
関
西
日
本
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協

会
〃
ル
シ
ア
祭
″
開
催

ル
シ
ァ
祭
と
は
、
も
と
も
と

イ
タ
リ
ア
・
シ
シ
リ
ー
島
の
シ

ラ
ク
ー
ザ
の
聖
ル
シ
ア
を
祝
う

、
も
の
。
ネ
ワ
エ
ー
デ
ン
で
は
担

月
蝿
日
、
ど
の
家
庭
で
も
早
朝

に
ル
シ
ア
の
お
祝
い
を
す
る
そ

う
だ
が
、
去
る
廻
月
廻
日
は
関

西
日
本
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協
会
の

主
催
で
、
北
野
の
神
戸
外
国
人

ク
ラ
ブ
に
て
ル
シ
ア
祭
が
催
さ

回
問
い
合
わ
せ
㈱
岡
女
堂
・
十
勝
村

神
戸
市
兵
庫
区
福
原
町
１
１
３

商
叩
ｌ
顕
１
５
５
３
６

☆
〃
現
代
″
を
創
り
続
け
る

「
山
沢
栄
子
展
」

〃
創
る
″
写
真
と
い
っ
た
新

た
な
写
真
の
分
野
を
開
拓
し
た

今
年
九
十
三
歳
の
写
真
家
「
山

沢
栄
子
展
」
が
伊
丹
市
立
美
術

館
で
開
催
さ
れ
る
。

「
ア
ー
ト
は
古
い
自
分
の
作

品
を
破
壊
し
た
上
で
転
進
し
て

い
く
」
と
い
う
言
葉
通
り
、
最

近
で
は
ペ
ー
パ
ー
・
コ
ラ
ー
ジ

ュ
に
挑
戦
、
あ
く
ま
で
も
独
自

の
道
を
歩
ん
で
き
て
い
る
山
沢

氏
。
本
展
で
は
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク

ト
写
真
を
中
心
に
、
戦
前
か
ら

最
近
ま
で
の
パ
ワ
フ
ル
な
制
作

活
動
の
な
か
で
生
ま
れ
た
作
品

等
皿
点
が
展
示
さ
れ
る
。

◇
入
館
料
一
般
７
０
０
円
大
高
３

５
０
円
中
小
１
０
０
円

◇
日
時
１
月
４
日
（
火
）
１
２
月
旧
日

（
日
）
加
時
ｌ
Ⅳ
時
（
入
館
は
相
時
半

ま
で
）
月
咽
休

◇
会
場
・
問
い
合
わ
せ
／
伊
丹
市
立
美

術
館
〒
剛
伊
丹
市
宮
ノ
前
２
１
５
１

印
宮
０
７
２
７
１
泥
１
７
４
４
７

☆
森
崎
氏
主
催
「
家
」
展
開
催

昨
年
ｎ
月
訂
日
か
ら
廻
月
３

日
ま
で
、
森
崎
建
築
設
計
事
務

所
主
催
の
「
家
」
展
が
、
開
店

前
の
ヒ
ラ
キ
須
磨
店
に
て
開
催

さ
れ
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
、
住
宅

だ
け
で
な
く
、
元
町
西
広
場
や

兵
庫
運
河
と
い
っ
た
様
々
な
提

多くの人で賑わった

子供達も大勢ダンスに参加した

め
、
秋
の
北
海
道
を
堪
能
で
き

大
盛
況
で
あ
っ
た
。

な
お
同
フ
ェ
ア
ー
で
紹
介
し

た
品
々
は
、
一
部
引
き
続
き
販

売
す
る
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



花
介
。
当
展
示
会
に
つ
い
て
．
活
動
の
総
括
、
ま
と
め
で
も
あ

ゾ
ー
ト
・
フ
ェ
ア
の
一
環
で
ん
の
人
が
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

企
画
し
た
。
ま
た
ア
ー
バ
ン
リ
を
は
る
か
に
上
回
り
、
た
く
さ

究
を
理
解
し
て
ほ
し
い
た
め
に
者
は
当
初
予
想
し
た
５
０
０
人

般
の
人
に
建
築
家
の
仕
事
や
研
る
。
」
と
森
崎
輝
行
氏
。
来
場

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ア
・
フ
ェ
ア
な
作
品
に
興
味
深
く
見
入
っ
て

宙

このほかにも、ミニチュアを交えた様々な
作品が展示されていた。

時
竿

計
／

い
た
０

１
１３０
１

●
六
○
ｍ
ｍ
で
○
ｍ
『

★
元
町
画
廊
の
佐
藤
廓
さ
ん
が
、
永
い

闘
病
生
活
か
ら
よ
み
が
え
り
、
神
戸
の

街
を
散
策
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

今
年
は
元
町
画
廊
の
弼
周
年
、
そ
し

て
神
戸
布
文
化
活
動
功
労
覚
の
受
宜
と

喜
び
が
重
な
り
、
準
月
翠
臼
午
後
６
時

よ
り
や
生
出
神
社
会
館
４
Ｆ
ホ
ー
ル
で

祝
う
菜
い
が
側
催
さ
れ
ま
し
た
。

★
兵
庫
ト
ヨ
タ
自
動
車
側
会
長
の
菰
川

勝
二
さ
ん
が
、
ｎ
月
塑
日
急
性
心
不
全

の
た
め
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

準
月
釦
日
午
後
２
時
１
４
時
、
神
戸

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
で
一
，
逼
悼

会
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り

ご
呉
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

★
姫
路
劉
協
大
学
の
小
室
豊
允
教
授
の

父
上
・
小
室
釦
治
氏
が
ｎ
月
６
日
に
永

眠
さ
れ
ま
し
た
。
ご
葬
倣
は
、
大
倉
山

儲
教
会
鮪
に
お
い
て
ｎ
月
８
日
午
前
ｎ

時
半
１
週
時
迄
に
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
ご
其
禰
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
●
票
た
奄
小
室
豊
允
平
務
所
〃
が
移
転

中
央
区
北
野
町
１
１
５
１
１
メ
ゾ
ン
北

野
噸
号
鳶
噸
（
ｍ
）
９
８
５
１
関
西
オ
リ

エ
ン
ト
也
会
も
同
様
に
移
転
。
所
長
に

小
山
泰
三
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

☆
第
１
回
兵
庫
県
芸
術
奨
励
蛍
が
決
定

、
月
妬
日
、
ホ
テ
ル
シ
ェ
レ
ナ
の
兵

庫
県
窯
化
実
行
委
員
会
場
で
受
宜
式
が

受
賛
者
は

大
田
原
敏
男
（
鋤
）
美
術
（
彫
塑
）
〒
識

Ｉ
昭
三
劉
市
香
下
１
９
１
５
１
９
露
０

７
９
５
（
錨
）
５
１
８
７

河
崎
晃
天
弧
）
美
術
（
現
代
美
術
）
〒

鰯
芦
屋
市
束
芦
屋
町
蝿
Ｉ
諏
濁
０
７
９

７
（
魂
）
２
８
６
３

三
枝
希
望
（
鍋
）
演
側
〒
知
豊
巾
市
末
広

町
１
－
１
．
１
虹
Ｉ
加
憲
卵
鮎
）
１
３
１

４貞
樫
正
一
郎
（
鋤
）
舞
踊
（
洋
舞
）
〒
鋤

神
戸
市
溌
区
畑
鰍
町
３
１
６
１
６
両
、

〈
的
）
２
６
０
９

族
間
蒋
佳
子
（
梱
）
舞
踊
（
邦
舞
）
〒
剛

神
戸
市
須
膳
区
行
幸
町
２
‐
・
３
‐
・
劉
衝

叩
（
刺
）
４
７
７
１

若
本
明
志
（
釦
）
音
楽
曇
脚
楽
）
〒
咽
西

宮
市
天
道
町
妬
１
４
衝
０
７
９
８
爺
）

９
０
３
２
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コウベもファッション･ ソ妖工ティ

SI獄I夢i;瀞締蕊務局／神戸市中央区東町１１３－１大神ピル9 Ｆ
月刊神戸っ子内ＴＥＬ､ 0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6

｢ 恐竜の脳｣ で生きる

今回のマンスリーサロンは1 1 月1 9 日
午後６時3 0 分より、森真珠株式会社会
議室で、医学博士西大催学さんをゲス
トに迎えて開かれた。西大篠さんはこ
の1 0 月に「『恐竜の脳』で生きる」を
出版。講座では“脳”について、いか
にしてこの変革の時代を乗り切るか等
私達の生き方についての斬新なアイデ
アをお話し頂きました。
「宇宙の歴史を考えると人間の歴史た
るや微々たるものであり、私達人間も
地球上の一生物であることを忘れては
なりません。ビッグバンから現在に至
るまでの時間1 5 0 億年を一年の長さに縮
めて宇宙の年代記をみるという方法で
計算すると、５月１日に銀河系、９月
９日に太陽系、そして９月1 4 日に地球

が生まれたことになります。地球上の
生命の起源が９月2 5 日、最初の肥虫類
の誕生が1 2 月2 3 日、恐竜の出現は2 4 日
クリスマスイブです。人類の登場は１２
月3 1 日午後1 0 時3 0 分。人間の歴史はこ
こからですが、文字に書かれた歴史と
なるときわめてわずか、最後のたった
の1 0 秒間におさまってしまうくらいの
短かさなのです。人間の脳は恐竜、胆
虫類の脳、哨乳類の脳、人類の脳の三
重構造になっています。機能の面でみ
ると、古い脳（恐竜、肥虫類の脳）は
生きていく場、新しい脳（人間の脳）
は勉強する場ということになる。つま
り、現在のような世界が歴史的に大き
く変化する時代こそ、人類の歴史より
はるかに長い歴史を持つ古い脳で生き

園講師紹介
にしおおえだまな永

西大篠学
1 9 4 8 年兵庫県生まれ。７２年東邦大学医学部卒
業後､ 神戸大学整形外科入局｡ 8 2 年身体障害
者療謹施設「博由園｣ 、特別養護施設「透鹿
園」を設立。現在、社会福祉法人「博由社」
理事長、「大久保同仁診療所」副院長､ 医学博
士。著者にｒ世界経済は心筋梗塞』（白地社）
がある。

る必要があるのです。人間の知性や理
性を司る新しい脳を追求することには
限界があり、いきいきと生きることを
司る“恐竜。I u 虫類の脳”を蘇らせる
ことこそが今の時代に求められている
のです」（講座より）

⑤新年会のお知らせ
恒例の新年会を催します。スペシャ
ル鍋をつつきながら行います。ぜひ、
多数ご参加下さい。

とき１月1 4 日( 金) 午後６時3 0 分
ところあこや亭布引店

神戸市中央区旗塚通７－１－１
国体道路・生田川東側
Ｔｅ１．２３２－２４００

会費8 0 0 0 円
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買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
う
元
町
一
丁
目
の
ア
ー
ケ
イ
ド
の
南
、
南

京
町
界
隈
の
週
末
の
人
出
は
、
さ
ん
ち
か
や
北
野
町
の
そ
れ
を
し

の
い
で
、
す
さ
ま
じ
い
・
国
際
港
都
神
戸
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
文

化
が
豊
か
な
花
を
咲
か
せ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
逼
し
く
根
づ
い
た

中
国
文
化
の
大
き
な
果
実
の
よ
う
で
あ
る
。
ク
ッ
キ
ン
グ
の
材
料

を
買
お
う
と
す
る
神
戸
っ
子
の
主
婦
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
懸
命
な
華

僑
た
ち
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
片
手
の
若
い
カ
ッ
プ
ル
と
評
判
の
料
理

店
の
前
に
並
ぶ
中
年
夫
婦
。
南
京
町
は
異
な
っ
た
地
域
や
違
っ
た

世
代
の
人
々
で
混
雑
す
る
マ
ル
チ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
な
街
角
で
あ
る
。

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
日
米
修
好
通
商
条
約
な
ど
で
、
兵

庫
開
港
の
名
の
も
と
に
神
戸
外
国
人
居
留
地
が
設
定
さ
れ
た
。
こ

の
居
留
地
は
、
東
の
境
界
線
を
旧
生
田
川
（
現
在
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド
）
西
を
鯉
川
（
現
、
鯉
川
筋
）
北
を
西
国
街
道
、
南
は
海
ま

で
１
つ
叢
り
今
の
花
時
計
を
北
東
の
、
そ
し
て
大
丸
神
戸
店
を

北
西
の
角
と
す
る
ｌ
四
角
い
地
域
と
定
め
ら
れ
た
。
欧
米
の
人

々
が
来
住
し
て
、
こ
こ
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
盛
ん
に
な
る
と
、
こ
の

新
し
い
市
場
に
目
を
つ
け
て
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
に
長
崎
か

ら
中
国
人
が
十
数
人
、
商
品
の
石
油
ラ
ン
プ
を
持
っ
て
、
神
戸
に

や
っ
て
来
た
と
い
う
。
彼
ら
は
居
留
地
の
西
、
西
国
街
道
の
浜
側

に
住
み
着
い
た
。
こ
れ
が
神
戸
の
チ
ャ
イ
ナ
・
タ
ウ
ン
「
南
京
町
」

の
起
こ
り
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
横
浜
の
チ
ャ
イ
ナ
・
タ
ウ
ン
を
「
中
華
街
」
と
呼

ぶ
た
め
か
、
神
戸
に
来
て
ま
で
「
中
華
街
」
と
い
う
人
が
あ
っ
て
、

神
戸
っ
子
の
私
は
そ
の
つ
ど
不
機
嫌
に
「
こ
こ
は
南
京
町
で
す
」

１
１３２
１

と
い
う
の
だ
が
、
華
僑
の
人
達
は
ど
ん
な
意
見
な
の
だ
ろ
う
。

こ
の
南
京
町
の
西
の
筋
を
南
に
下
る
と
、
海
岸
通
り
の
角
に
Ｋ

Ｃ
Ｃ
（
神
戸
中
華
総
商
会
）
ピ
ル
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
一
一
階

が
神
戸
華
僑
歴
史
博
物
館
に
な
っ
て
い
る
。
初
代
館
長
の
陳
徳
仁

先
生
は
神
戸
史
学
会
の
参
与
で
も
あ
る
が
、
戦
前
に
大
阪
外
語
を

卒
業
し
中
華
同
文
学
校
の
理
事
長
も
さ
れ
た
学
究
肌
の
華
僑
で
、

Ｋ
Ｃ
Ｃ
ピ
ル
建
設
に
際
し
て
、
世
界
唯
一
の
華
僑
博
物
館
を
開
設

し
た
い
と
奔
走
さ
れ
、
多
く
の
人
達
の
協
力
を
得
て
華
僑
関
係
の

資
料
を
集
め
、
つ
い
に
昭
和
五
四
年
に
そ
の
実
現
に
こ
ぎ
着
け
ら

れ
た
。こ

の
博
物
館
に
は
個
人
的
な
思
い
出
が
あ
る
。
開
館
直
後
、
陳

先
生
か
ら
見
学
者
用
の
記
念
ス
タ
ン
プ
を
作
り
た
い
の
だ
が
、
と

田
辺
巨
人
八
園
田
学
園
女
子
短
期
大
学
助
教
授
Ｖ
写
真
／
池
田
年
夫

⑧
る
ぽ
・
え
つ
せ
い
神
戸
●
⑯

にぎわう神戸の中の中国一南京町写真／米田定蔵

街
角
に
訪
ね
る
中
国
文
化
の
香
り

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



出
が
あ
る
。
数
年
前
ま
で
日
曜
日
に
サ
ン
。
テ
レ
ビ
で
「
神
戸
ニ

ュ
ー
ァ
ン
グ
ル
」
と
い
う
番
組
が
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ズ
・
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
の
小
曽
根
実
さ
ん
と
宝
塚
出
身
の
八
馬
加
代
子
さ
ん
が
レ

ポ
ー
タ
ー
で
、
内
容
が
歴
史
の
時
に
は
私
も
準
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
よ

う
に
し
て
出
し
て
頂
い
た
。
こ
の
番
組
で
、
昭
和
五
六
年
一
一
月
一
一

二
日
に
南
京
町
と
華
僑
歴
史
博
物
館
の
録
画
撮
り
を
や
ろ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。
日
付
け
を
よ
く
覚
え
て
い
る
の
は
、
こ
の
日

に
長
男
が
生
ま
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
っ
く
り
よ
く
寝
て
ヴ
ィ
デ

オ
撮
り
を
と
考
え
て
い
た
私
は
、
夜
明
け
前
に
体
の
異
変
を
訴
え

る
妻
に
起
こ
さ
れ
、
当
時
布
引
に
あ
っ
た
中
央
市
民
病
院
に
妻
を

送
り
込
み
、
朝
食
を
掻
き
込
ん
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
集
合
す
る
元
町
に

駆
け
つ
け
た
。
相
当
ひ
ど
い
寝
不
足
顔
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
私
を
見

た
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
門
前
喜
康
さ
ん
は
「
セ
ン
セ
、
ど
う
し
は
っ
た

ん
で
す
か
」
と
本
当
に
心
配
そ
う
だ
っ
た
。
こ
の
日
、
録
画
で
訪
ね

た
南
京
町
の
お
店
の
中
に
は
、
今
で
も
私
た
ち
が
書
い
た
色
紙
を

ウ
ィ
ン
ド
に
飾
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
所
が
あ
っ
て
、
つ
い
こ
の
間

の
番
組
の
よ
う
で
も
あ
る
が
、
こ
の
日
の
撮
影
終
了
間
際
に
生
ま

れ
た
長
男
の
兼
人
が
今
、
中
学
生
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、

時
の
流
れ
の
速
さ
に
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変

貌
す
る
町
と
忙
し
い
人
生
。
そ
の
人
や
町
の
確
か
な
記
録
を
遣
す

静
か
な
歴
史
の
博
物
館
。
元
町
界
隈
も
、
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
。

神
戸
華
僑
歴
史
博
物
館
に
は
ま
た
孫
文
関
係
の
資
料
も
多
い
。

清
朝
末
期
、
反
体
制
の
運
動
を
進
め
る
孫
文
は
し
ば
し
ば
そ
の
準

備
に
わ
が
国
を
訪
れ
、
神
戸
は
そ
の
窓
口
と
な
っ
た
。
辛
亥
革
命

成
功
後
は
中
華
民
国
創
立
者
と
し
て
神
戸
で
歓
迎
さ
れ
、
後
の
哀

世
凱
に
よ
っ
て
革
命
が
挫
折
し
た
後
も
、
失
意
の
う
ち
に
神
戸
を

訪
ね
た
。
県
立
第
一
神
戸
高
等
女
学
校
で
行
っ
た
「
大
ア
ジ
ア
主

義
」
が
最
後
の
演
説
だ
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
、
孫
文
と
神
戸
の
縁

は
深
い
。
私
と
し
て
は
、
戊
戊
の
政
変
で
国
を
追
わ
れ
て
須
磨
に

隠
生
し
て
い
た
清
末
の
体
制
内
改
革
派
の
康
有
為
と
、
孫
文
と
の

神
戸
で
の
人
間
関
係
が
興
味
深
い
。

さ
て
、
孫
文
に
ま
つ
わ
る
貴
重
な
史
料
を
、
舞
子
の
孫
中
山
記

念
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
、
明
石
海
峡
大
橋
の
付
け
根
の

工
事
が
進
む
舞
子
の
浜
の
八
角
形
の
個
性
的
な
移
情
閣
は
、
明
治
．

言
う
相
談
を
受
け
た
。
当
時
私
が
館
長
を
し
て
い
た
神
戸
深
江
生

活
文
化
史
料
館
の
ス
タ
ン
プ
を
見
ら
れ
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
深
江

の
ス
タ
ン
プ
の
原
画
は
妻
の
作
だ
と
お
話
す
る
と

「
ど
う
か
、
ゆ
か
り
さ
ん
に
頼
ん
で
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」

と
言
う
こ
と
に
な
り
、
華
僑
博
物
館
の
ス
タ
ン
プ
の
絵
も
私
の
妻

が
描
か
せ
て
頂
い
た
。
そ
の
後
、
私
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
赴

い
て
、
同
国
の
教
育
省
と
大
学
で
五
年
間
日
本
語
や
日
本
学
を
教

え
る
こ
と
に
な
り
、
ず
い
ぶ
ん
ご
無
沙
汰
し
た
の
だ
が
、
帰
国
し

て
か
ら
大
分
た
っ
て
訪
れ
た
博
物
館
で
あ
い
か
わ
ら
ず
そ
の
ス
タ

ン
プ
が
使
わ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
開
館
当
時
の
こ
と
を
昨
日
の

よ
う
に
思
い
出
し
た
。

南
京
町
と
華
僑
博
物
館
に
、
私
は
も
う
ひ
と
つ
個
人
的
な
思
い

軍記ざ' ､ 守

神戸華僑歴史博物館で、徐仕興副館長( 右) と

１
１３３
１
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移情閣の前に立つ筆者。八角形の建物のそれぞれの窓から異なった風情の景色を楽しめるので、移情闇と名づけられた
134
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蕊

蕊 #

I 職

鯉齢

1３５

議鍵鍵欝霧
蕊鍵＃

畦。

騨輯！

霞

蕊
瀧鍵鵜蕊瀧

蕊驚
癖”顎

大
正
時
代
に
財
界
で
活
躍
し
た
呉
錦
堂
の
別
荘
で
あ
っ
た
。
明
治

一
一
三
年
の
神
戸
に
来
た
呉
錦
堂
は
貿
易
商
と
し
て
成
功
し
、
明
治

三
九
年
に
は
鐘
紡
の
重
役
に
も
な
っ
た
が
、
神
戸
の
社
会
事
業
に

も
功
が
あ
り
、
西
区
神
出
の
小
束
野
の
開
墾
事
業
も
知
ら
れ
て
い

る
。
孫
文
は
呉
錦
堂
に
招
か
れ
大
正
二
年
三
月
に
移
情
閣
を
訪
ね

て
い
る
。
そ
の
後
、
こ
の
建
物
は
中
華
青
年
会
が
管
理
し
て
い
た

が
、
昭
和
五
七
年
に
日
中
友
好
回
復
十
周
年
を
記
念
し
て
兵
庫
県

に
寄
贈
さ
れ
、
翌
々
年
、
孫
文
誕
生
日
の
十
一
月
十
二
日
に
孫
中
山

記
念
館
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、
貴
重
な
資
料
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

多
く
の
華
僑
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
山
手
の
関
帝
廟
は
、
周
知

の
神
戸
の
中
国
文
化
の
シ
ン
ボ
ル
で
、
特
に
旧
暦
の
お
盆
に
行
わ

れ
る
普
度
勝
会
は
、
独
特
の
雰
囲
気
が
興
味
深
い
。
一
方
、
純
日

本
的
な
湊
川
神
社
、
つ
ま
り
楠
公
さ
ん
に
も
中
国
文
化
と
の
縁
が

あ
る
と
い
う
と
驚
く
人
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
。

儒
学
こ
と
に
朱
子
学
に
信
服
し
て
い
た
水
戸
光
閏
は
、
日
本
史

の
中
の
忠
臣
・
湊
川
の
戦
い
で
戦
死
し
た
楠
木
正
成
を
顕
彰
し
よ

関帝廟一ここも神戸の中の中国のシンボル
霞

蕊騒磯鍵

う
と
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
一
一
）
に
佐
々
宗
淳
を
水
戸
か
ら
兵
庫
に

遣
わ
し
た
。
光
閏
自
ら
「
鳴
呼
忠
臣
楠
子
之
墓
」
の
墓
碑
銘
を
書
き
、

ま
た
、
明
末
の
混
乱
を
逃
れ
て
中
国
か
ら
亡
命
し
て
来
て
い
た
師
。

朱
舜
水
に
よ
る
楠
公
顕
彰
の
文
を
碑
面
に
刻
ま
せ
た
。
龍
頭
の
亀

に
乗
る
朱
子
学
形
式
の
こ
の
碑
は
今
も
湊
川
神
社
に
あ
り
、
江
戸

時
代
の
文
人
が
中
国
文
化
に
寄
せ
た
想
い
を
物
語
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
も
な
る
ほ
ど
神
戸
に
あ
る
中
国
文
化
の
遺
産
だ

と
、
あ
ら
た
め
て
認
め
た
い
の
が
白
鶴
美
術
館
で
あ
る
。
鶴
翁
と

号
し
た
白
鶴
酒
造
七
代
目
の
嘉
納
治
兵
衛
は
古
美
術
を
愛
し
、
明

治
の
後
期
か
ら
約
五
十
年
を
か
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
名
品
を
蒐
め

た
。
特
に
、
当
時
発
掘
が
盛
ん
だ
っ
た
中
国
の
青
銅
器
を
収
集
し

た
が
、
自
分
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
死
後
に
散
逸
す
る
の
を
防
ぎ
、

か
つ
そ
れ
ら
を
一
般
公
開
す
る
た
め
に
、
昭
和
九
年
に
五
百
万
円

を
投
じ
て
財
団
法
人
を
設
立
し
、
こ
の
博
物
館
を
建
設
し
た
の
で

あ
る
。
中
国
の
古
陶
磁
器
、
日
本
の
平
安
・
鎌
倉
期
の
漆
器
・
刀

剣
な
ど
貴
重
な
文
化
財
の
中
で
も
、
白
鶴
美
術
館
の
所
蔵
す
る
股

麟鰯蕊蕊議蕊議議

裟
鳶
翻
謡
爵
騨
鰯
鼠
》
癖
癖
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》

水戸黄門が建立した楠木正成の墓石墓石に刻まれた朱舜水の文章

、
陛
墨
減
虚
か
麗
閥
鰹
舞
妓
嘘
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『詩経』から名付けられた永思堂

１

１ 途

住吉川畔の白鶴美術館は東謹の街なみにとけこんでいる写真／編集部

６
１
３
１
１

．
周
代
の
青
銅
器
は
世
界
に
誇
る
神
戸
の
文
化
財
で
あ
る
。
今
神

戸
市
の
各
地
に
あ
る
公
立
博
物
館
や
美
術
館
は
、
ご
く
一
部
を
除

い
て
は
充
実
し
た
立
派
な
展
示
で
市
民
の
誇
り
と
な
っ
て
い
る

が
、
ほ
と
ん
ど
が
極
く
近
年
の
設
立
で
、
私
の
子
供
の
こ
ろ
な
ど

は
市
立
の
総
合
博
物
館
は
な
か
っ
た
。
文
化
的
な
後
進
性
を
指
摘

さ
れ
た
神
戸
市
だ
っ
た
が
、
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
白
鶴
美
術
館

の
嘉
納
治
兵
衛
や
南
蛮
美
術
館
を
創
設
し
た
池
永
孟
の
よ
う
に
偉

大
な
文
化
の
先
覚
者
が
い
た
わ
け
で
、
文
化
不
毛
な
ど
と
い
う
表

現
は
ま
っ
た
く
当
て
は
ま
ら
な
い
と
思
う
。
戦
前
と
は
い
え
、
外

国
か
ら
の
文
化
財
の
輸
入
と
い
う
問
題
は
残
る
が
、
と
も
か
く
古

代
中
国
の
青
銅
器
は
住
吉
川
畔
の
住
宅
地
に
溶
け
込
ん
だ
中
国
文

化
の
華
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
住
吉
川
が
六
甲
山
地
を
削
っ
て
運
ん
だ
土
砂

を
川
口
に
堆
積
さ
せ
て
造
っ
た
砂
州
が
論
魚
崎
だ
。
魚
崎
は
江
戸
時

代
か
ら
灘
三
郷
の
内
の
東
郷
と
呼
ば
れ
た
生
一
本
の
酒
所
で
、
国

道
四
十
三
号
線
沿
い
に
あ
る
覚
浄
寺
の
伽
藍
は
当
時
の
魚
崎
の
経

済
力
を
示
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
こ
の
寺
の
西
北
隣
に
あ
る
。

一
見
地
蔵
堂
の
よ
う
な
「
永
思
堂
」
も
ユ
ニ
ー
ク
な
形
で
日
本
に
根

づ
い
た
中
国
文
化
の
産
物
と
い
え
る
。
延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）

魚
崎
に
生
ま
れ
た
山
本
復
斎
と
い
う
人
が
あ
っ
た
。
彼
は
元
禄
年

間
に
京
に
上
っ
て
山
崎
闇
斎
の
一
門
に
名
を
連
ね
て
朱
子
学
や
、

儒
教
の
影
響
の
深
い
神
道
・
垂
加
神
道
を
学
ん
だ
。
後
に
こ
の
地

に
も
ど
っ
て
、
魚
崎
の
名
所
・
雀
の
松
原
に
ち
な
む
雀
松
精
舎
と

い
う
私
塾
を
開
い
て
著
述
や
教
育
に
専
念
し
た
。
姫
路
藩
主
な
ど

か
ら
の
招
き
に
も
応
じ
ず
灘
の
若
者
の
教
育
に
努
め
た
と
い
う
。

復
斎
が
邸
内
に
肥
っ
た
垂
加
霊
社
の
跡
に
、
復
斎
や
ま
た
復
斎
が

師
と
仰
ぐ
山
崎
闇
斎
・
浅
見
細
斎
高
田
蒙
斎
、
さ
ら
に
後
に
は
本

居
宣
長
や
平
田
篤
胤
を
も
合
肥
し
て
建
て
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
石

詞
で
、
『
詩
経
』
の
「
永
言
孝
思
、
孝
思
維
則
」
か
ら
永
思
堂
と

名
付
け
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
。

中
国
の
文
化
は
古
来
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
わ
が
国
の
文
化
を
豊
か

に
し
て
来
た
。
古
墳
文
化
や
仏
教
。
漢
字
な
ど
大
そ
れ
た
文
化
的

恩
恵
以
外
に
も
、
ざ
っ
と
巡
っ
て
み
た
だ
け
で
も
、
神
戸
の
町
の

そ
こ
こ
こ
に
こ
の
よ
う
な
例
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
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